
改訂版　発行にあたって

　昭和 63 年（1988 年）の初版発行以来，読者の皆様から『赤本』の愛称で望外

のご好評をいただき，多くの方々にご愛用いただいて今日まで参りました。

　平成 10 年（1998 年），本書の内容を補充する目的で『古今名方　漢方処方学時

習』（青本）を，さらに平成 15 年（2003 年）には，漢方医学の基礎理論と日常的

な疾患や症状に対する漢方処方の選び方をわかりやすく説いた『弁証図解　漢方

の基礎と臨床』（黄本）を出版，三考塾叢書三部作として完成させました。

　これらの活動に対しては，平成 17 年（2005 年）富山市で開かれた第 56 回日本

東洋医学会学術総会で日本東洋医学会奨励賞を授与されました。これもひとえに

読者の皆様方のご支持のお陰と感謝いたしております。感謝の気持を表すうえ

で，何か皆様方のお役に立てるようなわかりやすい参考書はないものかと考えた

末，平成 20 年（2008 年）に『傷寒論を読もう』を，また平成 28 年（2016 年）に

は『金匱要略も読もう』を東洋学術出版社より刊行いたしました。

　このような活動のなかで，本書も第 59 刷まで増刷を重ねてきましたが，最近

「赤本を買いたいがどこの本屋にも売っていない」「赤本はどこで売っているの

かサッパリわからない」などといったお叱りを少なからずいただくようになりま

した。かねがね私家版であるが故の限界と制約を痛感していたところでしたが，

ちょうどそのような折，井ノ上匠社長のご尽力で東洋学術出版社に本書の刊行を

引き継いで頂けることになりましたので，第 60 刷以降は東洋学術出版社より従

来と同じ内容・体裁・価格で本書の出版を続けることができました。

　その間，増刷を重ねるごとに字句の誤りを正すのはもちろん，本版でも内容を今

までよりわかりやすい表現に改定して，少しでも使いやすいように改良を加えて来ま

した。また，従来の「効能」の欄が「漠然として情報不足」というご指摘がありまし

たので本改訂版から「臨床応用」と改め，その処方の証によって起こり得る病名を

いくつか例示するとともに，他の処方とも比較検討できるように症状・病名索引を設

けました。いうまでもなく，これらの病名は適応症とは別のものです。今回の改訂に

あたっては編集部の森由紀さんに多大のご尽力を戴いたことを深く感謝いたします。

　これからも『赤本』をご愛読・ご愛用のほどよろしくお願い申し上げます。

平成 30 年（2018 年）大暑の日

東京虎ノ門の寓居にて　髙山 宏世
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